
広報

荒瀬浮立 (11/3.市営野球場〉

今回は、 30回目の節目として、また、
来年2月大村が市制50周年を迎えること
も加わり 、伝統芸能や時代行列、そして

工アーショーなど、バラエティーに富ん

だ催しが繰り広げられた「第30回おおむ
ら祭リ」。

楽しさを運び、町を活気づけてくれま

した。

※関連記事は、 2，...，3ページに掲載して
います。
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第
羽
田

お
お
む
ら
祭
。
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子供疋ちの患ピツタリ

多催
彩し

企三城子供太鼓

町

踊

，心

弾

V時代行列

大村藩主から天正4少年など、先代の偉人

だちが勢ぞろい。過去ヘタイムスリップした

錯覚に陥ります。

カ

初
回
目
を
迎
え
た
お
お
む
ら
祭
り
、
日

月
2
日
の
前
夜
祭
、
3
日
の
本
祭
り
と
2

日
間
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

前
夜
祭
は
、
市
民
会
館
で
明
ミ
ス
大
村

選
彰
式
や
職
場
対
抗
歌
合
戦
が
行
わ
れ
、

ミ
ス
を

一
目
見
ょ
う
と
い
う
人
や
歌
合
戦

の
応
援
団
な
ど
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

本
祭
り
は
、
初
回
目
の
節
目
と
、
来
年

2
丹
市
制
施
行
印
周
年
を
迎
え
る
記
念
と

い
う
こ
と
も
あ
り
内
容
も
豊
富
。

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
、
民
踊
道
行
、
ミ
ス
大

村
パ
レ
ー
ド
を
は
じ
め
、
先
代
の
偉
人
を

演
じ
た
時
代
行
列
、
伝
統
芸
能
で
は
荒
瀬

浮
立
や
沖
田
踊
、
獅
子
舞
、
こ
の
ほ
か
、

若
さ
み
な
ぎ
る
樽
み
こ
し
、
子
供
に
人
気

の
カ
ー
ニ

バ
ル
な
ど
、
市
内
を
練
り
歩
き

な
が
ら
祭
り
会
場
へ
と
向
か
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
回
は

エ
ア
l
シ
ョ
ー
も
加

わ
り
、
上
空
か
ら
5
人
の
ダ
イ
パ

l
が
次

々
と
降
下
、
命
が
け
の
シ
ョ

l
に
祭
り
も

最
高
潮
。

き
わ
や
か
な
秋
空
の
中
、
会
場
の
市
営

野
球
場
に
は
大
勢
の
観
客
が
詰
め
か
け
、

お
お
む
ら
の
祭
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。

企樽みニし

子供から女性も加わっての勇壮な

樽みこし。 10団体約500人が出
場しまし定。

ワッシヨイ・ワッシヨイ、まわせ/

まわせ/

楽しく踊ります。後方は¥今回初

めてお目見えしたオーロラビジョン。

企ガールスカウト

』

V

ミ
ス
大
村
パ
レ
ー
ド

mm
ミ
ス
の
皆
さ
ん
。
端
整
な
面
持
ち
と
華

や
か
な
衣
装
か
ひ
と
き
わ
目
を
引
き
ま
す
。

ノ

{ 

(】

6 

4
司
沖
田
踊

黒
丸
踊
、
寿
古
踊
と
同
じ
由
来
を
持
ち
、
別
名
「
な

ぎ
な
た
踊
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

4
日
舞
道
行

大
村
藤
間
流
五
社
中
¥
一
牒
間
流
紅
の

会
に
よ
る
日
舞
、
今
回
は
、
大
村
で
研

修
中
の
中
国
上
海
県
の
産
業
技
術
研
修

生
も
友
情
出
演
さ
れ
ま
し
だ
。

企チアリーダ一

向陽高枝の生徒の皆さんによる

若々しい演技です。

そして¥ちょっぴり愛きょう

子獅子の患の合つだ演技を披

V荒瀬浮立

約三百数十年前ガら{云えられている

郷土芸能、笛や太鼓のリズムに乗っ

て、ダイナミックに踊ります。

A獅子舞

怖いような、

のある親獅子、

露しましだ。

d

司
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

ミ
ツ
コ
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
C
よ
り
¥
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
演
技
を
披
露
。

広報おおむら 平成3年12月号

企カーニパル

子どもに大人気。今回は大村駐屯2部隊ガ、趣向を凝

らしだカーニバルを披露しましだ。

企エアーショー

5人のス力イダイパーが¥3

000配の上空から命がけのダ

イビング、着地成功に盛んな拍

手ガ贈られぎしだ。

V民踊道行
連合婦人会、 民踊協会、民踊愛好会、農協

婦人部の総勢350人の皆さんによる道行。

I にコ

ー昌弘
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百
ミ
ス
大
村
な
ど
、
美
の
使
節

3
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ミ
ス
大
村
に
は
坂
井
栄
里
さ
ん

(
四
歳
・
玖
島
3
丁
目
・
学
生
)
、

ミ
ス
お
お
む
ら
桜
に
は
堤
亜
矢
さ

ん
(
幻
歳
・
玖
島
2
丁
目
・
婦
人

イメ~V7ップに

頑張ります

自
衛
官
)
、
ミ
ス
花
菖
蒲
に
は
林
田

文
子
さ
ん
(
お
歳
・
諏
訪
2
丁
目
・

会
社
員
)
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま

し
た
。
笑
顔
が
と
て
も
ス
テ
キ
な
3
人

の
ミ
ス
の
皆
さ
ん
、
「
大
村
の
イ
メ

秋の叙勲
=大村から2氏ガ受章=

平成3年秋の叙勲の受章者が発表され、 r

j大村からは次の 2氏の方が栄えある受章 J
i， ¥をされました。 1;

j おめでとうございます j 
l。勲六等単光旭日章 i 
j 菅野馨氏(今村町・ 67歳
j元「印即日長 j 
。勲七等瑞宝章 j 

j 江尻昭三氏(玖島 2丁目・ 63歳

=美の使節3人決まる=

ー
ジ
ア

ッ
プ
の
た
め
精
一
杯
頑
張

り
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
日
回
目
を
迎
え
た
ミ
ス

コ
ン
テ
ス
ト
。
日
月
2
日
の
お
お

む
ら
祭
り
前
夜
祭
で
選
彰
式
が
行

わ
れ
、
翌
3
日
の
本
祭
り
で
は
街

頭
パ
レ
ー
ド
な
ど
で
あ
で
や
か
な

姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

今
後
1
年
間
、

3
人
の
皆
さ
ん

に
は
、
大
村
の
代
表
と
し
て
、
観

光
P
R
や
各
種
行
事
な
ど
、
大
村

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
に
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

52E思いやυ
12月4日--10日

すべての人が等しく幸せな生活を

曽むための基本的な権利です。

自分の権利ばかりを主張するのではなく、

お互い相手の立場を考えて、豊かな人間関

係をつくりましょう。

もし、無理を強いられたり、人権を無視

されている方、また、土地、家屋、登記、

相続などでお悩みの方は、人権擁護委員ま

たは、法務局へご相談ください。

。人権擁護委員(叡祢略)

石橋正夫久原 1丁目 (ft@ 6 0 9 4) 

錦戸貞子木場 1丁目 (ft@ 0 1 9 7) 

岩永宏松原 1丁目 (ft@ 7 4 5 1) 

(任期は12月14日まで、後任は口木常康氏)

谷本康子杭出津2丁目 (包⑬32 7 5) 

「特設人権相談所」開設

日時 12月5日(桐. 午前10時~午後3時
場所市役所第 1会議室

相談員 人権擁護委員、法務局職員

※相談は無料で、秘密は守られます。
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人権週間

人権

ま
す
予
算
編
成
か
ら

H
財
務
会
計
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
タ
ー
ト
H

オンラインシステムのメインスイッチを

押す松本市長 (10/29・市役所)

予算編成から執行、決算までを処理で

きる「財務会計オンラインシステム」の

第一段階ともいえる、予算編成システム

の稼働式が10月29日行われました。
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一大村国際受流協会が発足=

人
と
人
、
心
と
心
の
未
来
を
担
う
人
材
育
成
、
ま
た
、
大

村
市
の
個
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
国
際
安
流
を
目
指

し
て
、
制
大
村
国
際
受
流
協
会
が
発
足
。
叩
月
引
日
、
第
ー

ロ
理
事
会
を
開
き
、
今
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
決
定
し
ま

し
た
。

大
村
市
は
、
現
在
中
国
上
海
県

と
友
好
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

今
年
5
月
か
ら
は
、
中
国
上
海
県

産
業
技
術
研
修
生
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
天
正
遣
欧

少
年
使
節
帰
国
4
0
0
年
に
ち
な

み
、
中
学
生
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
派

遣
し
ま
し
た
。

本年度の事業計画などが協議された第 1回理事会
(10/31・大村商工会議所)

こ
の
ほ
か
、
来
年
3
月
に
は
、

長
崎

1
釜
山
間
定
期
便
就
航
1
周

年
記
念
と
市
制
印
周
年
を
記
念
し

て
、
市
内
中
高
校
生
・
一
般
市
民

に
よ
る
「
韓
国
へ
の
国
際
交
流
大

村
使
節
団
」
の
派
遣
、
ま
た
、
講

演
会
や
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
な
ど
の
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

教育功労者

@@]ムミむささ[J~

久村市教育功労者表彰式

本
市
の
教
育
・
文
化
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
た

8
個
人
、

5
団
体
、
お

よ
び
永
年
勤
続
な
ど
、
今
年
度
の

教
育
功
労
者
表
彰
式
が
日
月
1
日、

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、

次
の
方
々
で
す
。
(
敬
称
略
)

市
で
は
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
・
経
済
な
ど
で
の
国
際
交
流
を

高
め
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

た
め
、
「
国
際
交
流
基
金
」
を
設
置
、

1
億
円
の
出
資
を
し
ま
し
た
。
基

金
の
目
標
額
は
2
億
円
で
、
市
民

の
皆
様
の
善
意
を
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
協
会
で
は
基
金
の
ほ
か

に
、
賛
助
会
員
の
募
集
も
行
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

主
な
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

教育・文化の振興に寄与された8個人、 5団体
などが表彰を受けられました。(11/1・市役所)

ー
一
般
表
彰

l

v指
方
重
幸

文
芸
誌
の
発
行
や
文
芸
大
会
の

開
催
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
文
化

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

V
山
口
勇
三

V
宮
村
通
義
V
石
原

義
春

-
理
事
長
H
H
松
本
崇
(
大
村
市
長
)

・
副
理
事
長

1烏
山
英
也
(
向
陽

学
園
)
、
角
谷
百
子
(
国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
大
村
)

事
務
局
企
画
調
整
課
内

学
校
薬
剤
師
と
し
て
、
教
育
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

V

(
故
)
野
口
直
典

三
城
小
学
校
校
医
と
し
て
、
教

育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

V
春
山
美
枝
子

奨
学
資
金
と
し
て
多
額
の
浄
財

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
中
村
朗
義

文
化
基
金
と
し
て
多
額
の
浄
財

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
佐
藤
文
治

大
村
小
学
校
へ
児
童
用
図
書
多

数
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

-v三城
小
学
校
P
T
A

三
城
小
学
校
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
施
設
の
改
修
な
ど
を
行

わ
れ
ま
し
た
。

V
竹
松
小
学
校
第
3
回
卒
業
生
同

窓
会卒
業
刊
周
年
記
念
と
し
て
、
竹

'l 

昨年8月ポルトガルを訪問
した「大村少年使節団」

おおむら祭りに参加した中国上海県の産業技術研

修生の皆さん (11/3・本町2丁目アーケード)

松
小
学
校
へ
楽
器
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
V
旭
が
丘
小
学
校
川
周
年
記
念
実

行
委
員
会

旭
が
丘
小
学
校
へ
、
飼
育
観
察

舎
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
大
村
吟
詠
会

文
化
基
金
と
し
て
多
額
の
浄
財

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

V
大
村
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

設
立
日
周
年
記
念
と
し
て
史
料

館
へ
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
中
学
校
へ

吹
奏
楽
器
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
o

l
教
職
員
永
年
勤
続
l

山
口
由
美
子
、
福
田
尚
武
、
平

野
由
美
子
、
田
中
孫
文
、
川
添
時

秀
、
松
崎
鈴
子
、
間
良
子
、
西
村

順
子
、
鎌
田
幸
子
、
西
村
伸
之
、

池
上
誠
、
鮎
川
史
朗
、
市
村
勉
、

坂
本
昌
太
、
原
口
和
幸
、
今
泉
駿

六
、
指
方
悦
郎
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企バラエティーあふれだ音楽祭
(10/27・市民会館〉

企公民館活動として文化祭開催
(11 / 9~什・古賀島町東公民館〉

古賀島町東町内会では11月9日から11
己まで、町内文化祭でにぎわいました。

公民館活動の一環として、町内会の親

睦と活性化を図ろうと、 10数年前から開
かれているそうです。

幼稚園児が描いた絵や小学生の書道、

趣味を生かした手芸、博多人形、菊など

約 300点が所狭しと展示され、来訪者の
目を引きつけました。

4

司
多
良
山
系
に
挑
戦

(
叩
/
加
・
五
ケ
原
頂
上
付
近
)

多
良
火
山
小
〈
口
壁
を
歩
く
市
民
の
会
は
叩
月

伺
目
、
岡
山
人
口
壁
ウ
ォ
!
ク
ラ
リ
ー
で
、
秋
の

広報おおむら平成3年12月号

企遊びを通して防火意識。0/25・県消防学枝〉
遊びを通して消防の理解、火遊び、の防

止、防火に対する知識を持ってもらおう

と10月25日、 「ちび、つ子防火大会」が県
消防学校で聞かれました。

参加したのは、保育所 (園)の21クラ

ブの年長者など約600人口消防について
の説明や一斉放水などの見学のあと、は

しご車・化学車との綱引き、大型水鉄砲、

人間もぐらたたきなどに挑戦、元気な歓

声が響いでいました。

市音楽団体協議会主催の

「市民音楽祭JがlO月27日、?行
民会館で開かれました。

日本古来の音楽を楽しむ邦

楽や、中学生による吹奏楽、

合唱、声楽など、それぞれの

特色ある自慢のめどを披露。

訪れた観客らも、バラエテ

ィーあふれる音楽祭を熱心に

鑑貫しました。

h
F
元
全
日
本
主
将
を
迎
え
て

(
叩
/
お
・
放
虎
原
小
学
枝
)

元
全
日
本
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
主
将
の
前
田
秀

樹
氏
を
迎
え
て
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
叩
月
お
目
、

放
虎
原
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

九
州
電
力
が
、
ふ
れ
あ
い
旬
間
と
し
て
開
か

れ
た
も
の
で
、
市
内
の
サ
ッ
カ
ー
少
年
た
ち
が

参
加
、
巴
本
の
一
流
選
手
の
ボ
ー
ル
タ
ッ
チ
や

ド
リ
ブ
ル
な
ど
、
お
し
ゃ
べ
り
や
早
く
て
鋭
い

実
技
を
混
じ
え
て
の
指
導
に
、
マ
寸
供
た
ち
は
釘

づ
け
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
熱
心
に
学
ん
で
い

ま
し
た
。4

ま
す
ま
す
盛
ん
グ
ル
ー
プ
活
動

(叩
/
叩
j
引
・
市
コ
ミ
セ
ン
)

市
コ
ミ
セ
ン
を
定
例
的
に
利
用
し
て
い
る
叩

余
団
体
の
グ
ル
ー
プ
が
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発

表
す
る
第
ロ
ロ
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
リ
が
、
叩
月

旧
日

1
幻
自
ま
で
初

3
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

舞
台
発
表
か
ら
展
示
発
表
、
バ
ザ
ー
な
ど
、

各
グ
ル
ー
プ
の
生
き
生
き
と
し
た
活
発
な
活
動

が
如
実
に
伝
わ
り
、
す
ば
ら
し
い
発
表
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

-シリーズ・

統計でみる大村市

Part7 

平
成
2
年
国
勢
調
査
に
お
け
る
、
日

歳
以
上
人
口
の
配
偶
関
係
を
み
る
と
、

別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二

ヴ

死
別
者
数
お
よ
ぴ
離
別
者
数
は
、
い

氏

4
『

ず
れ
も
男
子
よ
り
女
子
が
多
く
な
っ
て

時

ツ

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
男
子
と
女
子
の
結

時

ク

婚
年
齢
差
お
よ
び
平
均
余
命
差
に
加
え

日

差

て
、
再
婚
へ
の
意
思
の
違
い
や
そ
の
機

目

女

会
が
、
男
女
で
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な

二

男

い
と
い
う
社
会
的
事
情
が
重
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

(企
画
調
整
課
)

山
を
楽
し
み
ま
し
た
。

多
良
山
系
の
自
然
に
親
し
み
、
体
力
増
進
を

図
ろ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
参
加
し
た
約
1

0
0人
の
愛
好
者
は

5
時
間
1
9時
間
、

4
コ

ー
ス
に
分
か
れ
て
登
山
、
疲
れ
も
何
の
そ
の
、

秋
の
多
良
山
系
を
満
喫
し
ま
し
た
。

% 
100 

30 

20 

80 

70 

60 

40 

90 

(平成 2年10月1日現在)

女

米嬉

死別

有配偶

15歳以上人口の配偶関係
男

% 
100 

90 

80 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

高性 月11

トー 一 . 1死目~IJ 1， 
ト一一

一

トー

ド一一

有配偶

末終

一
ヨ

2 

一
ト「

「キ斗ー 司→

.離

(単位:人)

年次 男 女

年齢階級 品志数* 未婚 有国己f高 予0;11 南佐別 ; 品志数* 未婚 有配偶 ヲEJjIJ 高惟Jjl1

sg不和平和成日日45今年勾年年二二

19，411 6，022 12，698 513 175 21，881 5，260 12，764 3，301 555 
日召 50 21，258 6，084 14，423 553 197 23，745 5，096 14，528 3，555 561 
Sgf055 23，098 6，397 15，834 551 308 25，959 5，449 15，980 3，710 801 
日百 60 24，711 6，777 16，888 547 480 27，989 5，838 16，997 3，949 1，183 
平 2 7，671 17，917 647 542 30，473 6，732 18，129 4，185 1，282 

15-19歳 2，987 2，956 9 2，945 2，883 21 2 
20-24 2，091 1，907 168 2，218 1，839 354 14 
25-29 2，162 1，264 871 20 2，287 903 1，338 4 39 
30-34 2，378 661 1，674 1 37 2，458 301 2，040 5 107 
35-39 2，776 354 2，348 2 66 2，981 191 2，564 26 197 
40-44 2，862 244 2，490 18 105 3，050 183 2，567 57 240 
45-49 2，097 99 1，894 21 81 2，379 83 2，026 99 167 
50-54 2，037 75 1，854 34 72 2，247 77 1，863 160 137 
55-59 2，103 48 1，949 48 56 2，275 96 1，804 252 119 
60-64 1，879 38 1，717 68 53 2，076 69 1，472 437 88 
65-69 1，250 10 1，139 80 19 1，857 53 1，069 649 79 
70-74 933 7 820 93 13 1，435 24 587 767 44 
75-79 715 5 593 99 12 1，142 16 303 777 32 
80-84 387 3 282 93 5 687 11 94 559 11 
85歳以上 203 109 90 3 436 3 27 393 6 

男女別15歳以上人口配偶関係、年齢(5歳階級)、
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農林水産など6施策• 商工
新たに

台風災害
対策

どうぞご利用ください

先
の
寸
広
報
お
お
む
ら
号
外
し
「
広
報
あ
お
む
ら

什
月
号
L

で
、
台
風
げ
・
ゆ
号
に
よ
る
災
害
対
策
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
芝
、
か
、
新
だ
に
、
高
工
関

係
、
社
会
教
育
関
係
、
農
林
水
産
関
係
な
ど
の
諸
施

策
、
ガ
講
じ
ら
れ
ま
し
だ
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
ど
う
ぞ
ご
利
用
<
、
だ
さ
い
。

皆
様
の
、

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。

①
大
村
市
中
小
企
業
災

害
対
策
緊
急
融
資

融
資
対
象
者

⑦
市
内
に
居
住
し
、
か
つ
、
市
内

で
商
工
業
を
営
む
中
小
企
業
者
。

め
施
設
等
の
被
害
に
よ
り
売
上
高

が
減
少
し
、
今
後
も
打
撃
を
受
け

る
こ
と
が
、
大
村
商
工
会
議
所
に

お
い
て
認
定
さ
れ
た
中
小
企
業
者
。

融
資
限
度
額
2
0
0
万
円

貸
付
利
率
年
利
3
・
5
%

貸
付
期
間
お
か
月
(
う
ち
据
置

3
か
月
)

償
還
方
法
分
割
返
済

申
込
期
限
ロ
月
初
日
働

た
だ
し
、
融
資
額
が
融
資
予
定

額
の
総
額
に
達
し
た
と
き
は
、
受

け
付
け
を
締
め
切
り
ま
す
。

②
特
定
地
域
振
興
対
策

資
金
の
融
資
を
受
け
ら

れ
た
方
へ
利
子
補
給

対
象
者

長
崎
県
特
定
地
域
振
興

対
策
資
金
の
融
資
を
受
け
、
か
つ
、

特
別
被
災
者
の
認
定
を
受
け
た
中

小
企
業
者

※
特
別
被
災
者
と
は
、

⑦
事
業
用
建
物
等
の
延
面
積
の

ω
%
以
上
が
破
壊
さ
れ
、
埋
没
し
、

ま
た
は
流
失
し
た
被
災
者

②
事
業
用
建
物
等
の
延
面
積
の

印
%
以
上
が
浸
水
1
m
以
上
の
被

害
を
受
け
た
被
災
者

⑦
被
害
額
が
過
去
1
年
間
に
お

け
る
総
収
入
の
初
%
以
上
の
被
害

を
受
け
た
被
災
者

利
子
補
給
対
象
額
1
、
0
0
0

万
円
(
運
転
資
金
は
5
0
0
万

円
)
を
限
度
と
し
ま
す
。

期
間

3
年
間

補
給
利
率
2
・

4
%
(
県
の
対

策
資
金
利
率
5
・
4
%
の
う
ち
)

①
②
と
も
申
込
先
市
内
各
金
融
機
関

問
い
合
わ
せ
商
工
会
議
所
各
金
融
機
関
、
商
工
観
光
課

融

実

え

い

れ

許

人

。

農
作
物
な
と

0
0
万
円

融
資
限
度
額
3

6

持
制
ド
リ
町
宮
き
1
年
)

賞
還
方
法

分
割
v
j
L
、、つ

7

9

口
二
よ
り
農
作
物
申
込
湖
限
ロ
月
以
日
佳

品
問
軒
続
時
点
町
長
協

融
資
を
行
い
ま
す
c

農
林
水
産
関
係

竪ブミ
急村
融市
資農
を作

示撃
を震災
す害

住
宅
金
融
公
庫
の
災
害
復

興
住
宅
資
金
の
融
資
を
受

け
ら
れ
た
方
ヘ
利
子
補
給

し
ま
す

利
子
補
給
対
象
者

台
風
口
号
・

刊
号
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を
受
け

た
人
で
、
住
宅
金
融
公
庫
の
災
害

復
興
住
宅
資
金
の
融
資
を
受
け
ら

れ
た
人
(
た
だ
し
、
市
内
に
住
家

を
有
し
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る

人
に
限
り
ま
す
)

利
子
補
給
金
住
宅
金
融
公
庫
の

貸
し
出
し
利
率
か
ら
3
%
を
差
し

引
い
た
利
率
で
算
出
し
た
額

(実

質
金
利
は
3
・
o
%
と
な
り
ま
す
)

利
子
補
給
期
間

5
年
間

た
だ
し
、

住
宅
金
融
公
庫
の
災

害
指
定
を
受
け
、
元
金
据
置
期
間

中
の
金
利
が
年
3
%
に
な
っ
た
期

間
を
含
む
も
の
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

お
近
く
の
住
宅
金

融
公
庫
の
業
務
取
扱
金
融
機
関
ま

た
は
、
建
築
課

- 8 

被
災
証
明
手
数
料
は

無
料
と
し
ま
す

今
回
の
台
風
災
害
に
か
か
る
被

災
証
明
で
、
2
0
0
円
の
手
数
料

を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
大

村
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
で

徴
収
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
既
に
徴
収
し
た
手
数
料

に
つ
い
て
は
返
還
し
ま
す
。

返
還
は
市
で
対
処
し
ま
す
の
で
、

払
い
戻
し
が
あ
る
ま
で
し
ば
ら
く

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

お 晶

尋詳izj l日精給対め
ねし 期 に 助裏 白

三守ι率討
委 鱈を

し;ZZ厚長円 町守
会ぜ〈とり以 丙芸

F;Adh 
へ えで寄託九
復長



サラリーマンの奥さん

第3号被保険者の
届け出はしてますかノ

広報おおむら平成3年12月号

保
険
と
年
金
の

手
続
き
は
別
々
で
す
/

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
(
被

扶
養
者
)
は
、
ご
主
人
の
加
入
し

て
い
る
職
場
の
年
金
(
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
)
が
、

保
険
料
を
一

括
し
て
負
担
す
る
第
3
号
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
(
夫
が
被
扶
養
者

の
場
合
は
、
夫
が
第
3
号
被
保
険

者
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
)
。

し
か
し
、
第
3
号
被
保
険
者
に

な
る
に
は
必
ず
届
け
出
が
必
要
で

す
。
時
々
、
私
は
保
険
証
に
名
前

昨
年
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
よ
り

が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
届
け

出
は
し
て
い
る
と
勘
違
い
さ
れ
て

い
る
人
が
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

保
険
と
年
金
の
手
続
き
は
別
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
用
紙
は
市
役
所
に
あ
り

ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、

ご
主
人
の
勤
め
先
で
確
認
を
受
け
、

市
民
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

井上節代さん(富の原 2丁目)の作品

届
け
出
を
し
て
も

保
険
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん

「
こ
の
届
け
を
す
る
と
、
夫
の

厚
生
年
金
保
険
料
が
今
ま
で
よ
り

高
く
な
る
ん
で
し
ょ
う
」
と
い
う

話
し
を
耳
に
し
ま
す
が
、
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
厚
生
年
金

・
共

済
組
合
の
保
険
料
は
、
ご
主
人
の

給
与
額
に
よ

っ
て
決
ま

っ
て
お
り
、

扶
養
に
入
っ
て
い
る
入
つ
て
な
い

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

夫
が
職
を
変
わ
っ
た
と
き
も

届
け
出
が
必
要
で
す

ご
主
人
が
職
を
変
わ
っ
た
場
合

も
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出

が
遅
れ
る
と
、
時
効

(
2
年
)
を
過

ぎ
た
分
は
未
納
扱
い
と
な
り
ま
す
。

届
け
出
が
遅
れ
た
ば
か
り
に
不

利
益
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
な
い

よ
う
、
人
生
の
節
目
節
目
に
は
手

続
き
を
き
ち
ん
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
以
前
、
公
的
年
金
(
厚
生
年
金
、

国
民
年
金
な
ど
)
に
加
入
し
て

い
て
、
年
金
子
帳
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
そ
れ
も
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
自
分
は
届
け
出
を
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
と
不
安
な
人
は
、
保

険
年
金
課
年
金
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

雲
仙
岳
噴
火
災
害
に
よ
っ
て

大
村
市
へ
転
入
さ
れ
た

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

こ
の
た
び
の
雲
仙
岳
噴
火
災
害

に
よ
っ
て
、
大
村
市
に
転
入
さ
れ

た
方
々
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
、

そ
の
世
帯
に
属
す
る
老
人
医
療
受

給
者
で
、
島
原
市
ま
た
は
深
江
町

の

「警
戒
区
域
内

」

「

避
難
勧

ぷ
凶
μ

々
を
大
切
に
グ

「入
れ
歯
を
入
れ
ず
生
涯
自
分
の

歯
で
食
事
を
し
た
い
」。
そ
の
た
め

に
は
、
常
日
ご
ろ
か
ら
自
ら
心
掛

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈歯
や
歯
肉
の
だ
め
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
〉

-
口
臭
は
あ
り
ま
せ
ん
か

-
歯
ぐ
き
は
腫
れ
て
い
ま
せ
ん
か

・
水
を
飲
む
と
き
、
歯
に
し
み
ま

せ
ん
か

・
歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
し
ま
せ
ん
か

-
食
事
の
あ
と
必
ず
歯
み
が
き
し

て
い
ま
す
か

-
正
し
い
み
が
き
方
で
み
が
い
て

い
ま
す
か

-
歯
ぎ
し
り
は
し
ま
せ
ん
か

-
毛
先
の
や
わ
ら
か
く
な

っ
た
歯

ブ
ラ
シ
を
使

っ
て
い
ま
せ
ん
か

-
歯
科
検
診
を
定
期
的
に
受
け
て

い
ま
す
か

〈歯
み
が
き
で
防
ぐ
歯
槽
膿
漏
V

-
1
日
3
回
、
食
後
3
分
以
内
に

3
分
間
み
が
く

-
歯
肉
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
こ
と

を
心
が
け
な
が
ら
歯
を
み
が
く

-
歯
ブ
ラ
シ
は
小
さ
め
な
物
を
選

ぴ
、
な
る
べ
く
早
め
に
替
え
る

告
区
域
内
」
に
居
住
さ
れ
て
い
た

方
々
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険

と
老
人
医
療
費
に
係
る

一
部
負
担

金
の
免
除
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
保
険

係
(
内
線
1
1
1
)
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

-
一
本
ず
つ
み
が
く
つ
も
り
で
、

て
い
ね
い
に
み
が
く

〈カ
ル
シ
ウ
ム
を
た
っ
ぷ
り
と
っ

て
丈
夫
な
歯
を
グ
〉

-
歯
の
土
台
を
つ
く
る
タ
ン
臼
質

(
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
肉
・
サ
パ
な
ど
)

・
エ
ナ
メ
ル
質
の
土
台
を
つ
く
る

ビ
タ
ミ
ン
A

(
ニ
ン
ジ
ン
・
カ
ボ

チ
ャ
・
牛
礼

・
レ
バ
ー
な
ど
)

・
象
牙
質
の
土
台
を
つ
く
る
ビ
タ

ミ
ン

C
(
ピ
ー
マ
ン
・
レ

モ
ン・

イ
チ
ゴ
・
パ
セ
リ
な
ど
)

-
カ
ル
シ
ウ
ム
の
代
謝
に
大
切
な

働
き
を
す
る
ビ
タ
ミ
ン
D

(
カ
ツ

オ

・
干
し
シ
イ
タ
ケ
な
ど
)

-
石
灰
化
の
た
め
の
材
料
カ
ル
シ

ウ
ム
・
リ
ン
(キ
ャ
ベ
ツ
・
小
魚
・

チ
ー
ズ
・
タ
マ

ゴ
な
ど
)

今
月
は
8
月
に
か
か
ら
れ
た
医
療

費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
D

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
保
険

係
(
内
線
1
1
1
)
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(
閃
歳
・
田
下
町
〉

消
防
功
労
で

自
治
大
臣
表
彰

H
消

防

団

H

井
本
文
夫
さ
ん

慰
問
は
一
生
の
夢
と
じ
て

H
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
|

広報おおむら平成3年12月号

松田さん家族 (松原 3丁目)

なかよし家族

右
か
ら
、
新
作
さ
ん
側
、

昇
さ
ん
側
、

美
沙
都
ち

ゃ
ん
問
、

美
佳
ち

ゃ
ん
側
、

消
防
団
在
籍
回
年
、
市
消
防
団

長
日
年
を
務
め
て
お
ら
れ
る
井
本

さ
ん
に
、
こ
の
ほ
ど
、
消
防
功
労

と
し
て
、
自
治
大
臣
表
彰
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

一
日
た
り
と
も
気
が
抜
け
な
い

消
防
業
務
、
井
本
さ
ん
は
、

「地
域

の
理
解
、
団
員
の
結
束
、
家
族
の

協
力
の
も
と
に
こ
こ
ま
で
や
っ
て

こ
れ
た
」
と
、
し
み
じ
み
話
さ
れ

る
。昭
和
日
年
に
消
防
団
(
そ
の
当

時
は
消
防
組
と
い

っ
て
い
た
)
に

入
団
、
そ
し
て
現
在
ま
で
、
ま

る
印
年
と
い
う
長
い
日
々
は
、

言

い
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
苦
労
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

と
に
か
く
、
楽
器
を
持
つ
の
が

好
き
と
い
う
原
口
さ
ん
は
、
メ
ン

バ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
中
。

バ
ン
ド
名
は

「
ハ
l
ド

・
ロ
ー

ド
」。原
口
さ
ん
の
リ
l
ド
ギ
タ
ー

を
中
心
に
、
ド
ラ
ム
な
ど
5
人
で

結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
趣
味
で
楽

し
む
だ
け
で
な
く
、
慰
問
活
動
に

熱
心
で
、
こ
の
ほ
ど
、
刑
務
所
服

役
者
の
更
生
を
願

っ
た
長
年
の
慰

問
公
演
活
動
が
高
い
評
価
を
う
け
、

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
を
漫
画
で
描
い
た
横

断
幕
で
歓
迎
さ
れ
た
り
、
女
子
刑

務
所
で
は
、
歌
を
聴
い
た
女
性
囚

私
の
か
ぞ
く
は
日
人
で
す
。

2
人
の
妹
は
保
育
園
に
行

っ
て
い

ま
す
が
、
土
ょ
う
日
は
早
く
か
え

っ
て
き
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
仕
事

な
の
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
い
そ
が
し
い
の
に
、

妹
を
み
る
の
が
大
変
で
す
。

ひ
い
お
じ
い
ち

ゃ
ん
は
花
を
う

え
た
り
、
ひ
い
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は

毎
日
さ
ん
ぽ
を
し
た
り
、

2
人
と

も
と
て
も
元
気
で
す
。

私
た
ち
は
、
じ
て
ん
し
や
や
ま

ま
ご
と
な
ど
で
な
か
よ
く
あ
そ
ん

で
い
ま
す
。

(美
佳
)

真
奈
美
ち
ゃ
ん

ω、
サ

ツ
さ
ん
側
、

シ
ゲ
子
さ
ん
側
、

淳
美
ち
ゃ

ん
川

カ

当
時
は
車
も
な
く
、
大
八
車
に

乗
っ
て
ジ
ャ
リ
道
を
走
っ
た
こ
と

が
、
今
は
な
つ
か
し
い
思
い
出
と

し
て
残

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

現
在
、
市
内
に
は
日
分
団
約
6

4
0
人
の
消
防
団
員
が
、
地
域
社

会
の
安
全
の
た
め
に
日
夜
ご
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
定

数
に
満
た
な
い
の
が
現
状
、
団
員

獲
得
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

。誰
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
。
と
い

う
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た

井
本
さ
ん
。

一
枚
の
表
彰
状
に
、
限
り
な
い

感
謝
の
意
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

が
涙
を
流
し
て
更
生
を
誓
っ

て
く

れ
た
こ
と
な
ど
は
、
今
年
で
日

年
目
を
迎
え
た
慰
問
活
動
の
、

大
き
な
励
み
と
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。歌
謡
曲
や
演
歌
、
フ
ォ
ー
ク
ソ

ン
グ
、
幼
児
向
け
の
曲
ま
で
何
で

も
こ
な
し
、
幼
稚
園
や
福
祉
施
設

な
ど
か
ら
も
依
頼
が
あ

っ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
慰
問
公

演
。
原
口
さ
ん
は
、

「
こ
の
活
動
を

一
生
続
け
て
い
く
の
が
夢
」
と
話

さ
れ
る
。
そ
の
横
顔
に
、
音
楽
を

愛
し
、
慰
問
公
演
に
か
け
る
男
の

ロ
マ
ン
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
会
員
募
集
中
と
の
こ
と

で
す
。

一一一こちら自由席一一一

絹紬主人形。ルーヨ
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ひ
と
に
ぎ
り
の
粘
土
か
ら
、
メ

ル
ヘ
ン
の
世
界
が
広
が
る
:
:
:
。

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
夢
を
求
め
て
、

人
形
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
壁
か
け
、

フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
会
員
H
人
で
月
曜
日
、

月
3
回
の
例
会
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、

年
1
回
、
福
祉
会
館
で
の
か
根
気

戦田
下
町
氷
川
神
社
に
建
立
し
て

い
る

没
軍
馬
の
慰
霊
錦
像

社
会
福
祉
協
へ
車
寄
贈

堀会長(左)より首藤会長へ軽自動車の
キーが手渡されました (11/1・福祉センタ一)たくましく堂々と

の
会
。
(
リ
ハ
ビ
リ
の
会
)
で
壁
か

け
な
ど
を
作
り
6
年
余
り
に
な
り

ま
す
。
顔
見
知
り
に
な

っ
た
方
々

の
元
気
な
姿
に
接
し
、
ひ
と
と
き
、

粘
土
を
通
し
て
話
の
輪
が
広
が
る

事
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
地
区
公
民
館
で
の
夏

休
み
子
ど
も
教
室
で
は
、
子
供
た

ち
の
限
り
な
い
発
想
に
感
心
さ
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

年
齢
層
も
幅
広
く
、
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
い
グ
ル
ー
プ
で
す
。

気
軽
に
参
加
さ
れ
、
メ
ル
ヘ
ン
の
世

界
を

一
諸
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
様
の
参
加
を
、
会
員

一
同
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先

山
本
(
宮
⑬

7
3
3
5
)

社会福祉協議会に11月1日、軽自動車が新

たに仲間入りしました。

県生命保険協会が、福祉活動に機動性を持

ってもらおうと寄贈されたもので、新しい車

の前で保険協会の堀会長より首藤社会福祉協

議会々長へ車のキーが手渡されました。

協議会では、今まで不便を余儀なくされて

いたが、機動力などスムーズな運営ができる

ようになると喜んでいます。

戦
没
軍
馬
の
慰
霊
銅
像
が
、
出

下
町
氷
川
神
社
に
建
立
さ
れ
て
い

ま
す
。
か
つ
て
、
農
家
の
貴
重
な
動
力

源
で
あ
っ
た
農
耕
馬
が
、
軍
馬
と

し
て
戦
地
に
送
ら
れ
、
故
郷
に
帰

る
こ
と
な
く
戦
地
で
犠
牲
と
な

っ

た
こ
と
か
ら
、
市
の
日
本
郷
友
連

盟
萱
瀬
郷
友
会
(
中
瀬
正
隆
会
長
、

1
2
5
人
)
が
、
そ
の
霊
を
弔
お

う
と
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

実
物
よ
り
小
ぶ
り
の
軍
馬
で
す

が
、
そ
こ
に
は
、
た
く
ま
し
く
堂

々
と
し
た
姿
が
あ
り
ま
し
た
。



• 
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現
在
、
日
本
全
国
の
家
庭
な
ど

か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
量
は、

1

日
に
約
問
万
8
千
J
、
1
年
間
で

は
お
よ
そ
3
千
9
百
万
ト
J

に
の
ほ

紙はまた
再利用しま

しかし、

ゴミの中身

をよく調べ

てみると、

回収すれば資源化が可能なものも相当量含ま

れています。特に紙類は、 ゴミの36%を占め

新聞 ・雑誌 ・段ボール類を分けて、集団回収

に回していただくこ とが出来たら、ゴミの減

量となり、最も手っ取りばやい資源の活用に

もつながります。

紙はまた紙へ戻す。あなたも ゴミとして出

さずに、 ぜひ地域の集団回収にご参加くださ

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
東
京
ド
ー

ム
約
1
0
7
杯
も
の
家
庭
ゴ
ミ
を

出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
も
、
そ
の
量
は
年
々
増
え

る
傾
向
に
あ
り
、
家
庭
か
ら
出
る

ゴ
ミ
処
理
に
要
す
る
費
用
は
年
間

約
1
兆
1
千
億
円
に
も
達
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、

ゴ
ミ
処
理
の
費
用
が
地
方
財
政
を

大
き
く
圧
迫
す
る
だ
け
で
な
く
、

か
ん
じ
ん
の
処
理
能
力
そ
の
も
の

も
飽
和
状
態
に
達
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

大
村
市
で
も
、
叩
年
前
に
比
べ
て

約
2
倍
に
、
ま
た
、
こ
の
5
年
間
で

犯
%
の
増
加
に
達
し
て
い
ま
す
。

児
童
手
当

申
請
は

お
済
み
で
す
か

ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
は
ヤ
メ
テ
ノ.

一
部
の
心
な
い
人
た
ち
に
よ
る
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
に
よ

っ
て
、
多
く
の
人
が
迷
惑

を
被
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
農
村
地
域
や
山
間
部
へ
の
投
げ

捨
て
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
誇
り
あ

る
郷
土
を
守
り
育
て
、
将
来
へ
引
き
つ
い

で
い
く
た
め
に
も
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
や

め
た
い
も
の
で
す
。

ゴ
ミ
は
定
め
ら
れ
た
日
に
、
定
め
ら
れ

た
場
所
へ
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

美
し
い
環
境
づ
く
り
は
市
民

一
人

一
人

の
モ
ラ
ル
の
向
上
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

大
村
市
を
美
し
い
住
み
よ
い
町
に
す
る

た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
月
号

「広
報
お
お
む
ら
」
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

i
‘
 

成
4
年
1
月
1
日
で
児
童
手
当
法

壮
一

が
改
正
さ
れ
ま
す
。

改

該
当
さ
れ
る
方
は
早
目
に
申
請

な

し
て
く
だ
さ
い
。

、王

対
象

平
成
3
年
1
月
2
日
以
降

島

に
出
生
の
第

一
子
か
ら

制

申
請
期
限

ロ
月
幻
日
幽

当

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

童

課
児
童
手
当
係

児
市美術展入賞者

市
民

問

額

対

期

金

ら
口

ふ
口

八一

口

以

品

4

4
第

第

第

支

支

支

改

降

i前

後

子以

歳未

正

第

目IJ

第 2 子 以降

小 学 校入 学 前

正改

象

第31回

3
0
0
点
も
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、

美
の
芸
術
を
た
ん
の
う
し
た
市
美
術
展

(日

/
1
1
6
・
市
コ
ミ
セ
ン
) 3 

5，000円(月額)

5，000円(月額)

10，000円(月額)

2，500円(月額)

5，000円(月額)

子

子2 

子

降

3 

平成 4年 |平成 5年

l月一月~

平成 3年1月2日以後に

生まれた児童

5歳未満 I4歳未満

経過措置

平成 6年

1月~

3歳未満

3歳未満

~平成3年

12月

第2子以降|義務教育就学前

子第

美術の秋を迎え、 竹月?日~6日まで開かれだ市展

には300点余の力作ガ出自されましだ。

審査の結果入賞者は次の方々です。(敵称略〉

大村市長賞(写真) 石悌三態・鈴田正美

市議会議長賞(洋画) 人物A・北野竹子

教育委員会賞(書) 漢詩・泉 敏雄

文化協会賞(日本画) 凪・江口武志

美術協会賞(彫塑工芸) 光の器・向野たけ子

美術協会賞(デザイン)みんなで守ろう・土橋喬子

このほか、奨励賞として、26人の万が入賞されきし
だ。



広報おおむら平成3年12月号

税 |

4は
ん何
事の
ヨた|でめ
入賞 ? 

山口みどりさん

(玖島中 3・久原2丁目)

こ
の
程
、
中
学
生
の
「税
に
つ
い

て
の
作
文
」
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
玖

島
中
3
年
の
山
口
み
ど
り
さ
ん
が
、

み
ご
と
大
蔵
財
務
協
会
理
事
長
賞

を
受
け
ら
れ
ま
し
た。

こ
れ
は
、
全
国
の
中
学
校
の
約

m万
4
千
編
の
作
品
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
、
上
住
4
賞
の

一
つ
で
す
。

火の元大丈夫ですか?

歳末特別警戒 12月28日---31日

市消防団は期間中、消防詰所に待機すると

ともに夜間警戒巡視などを行い、特別警戒を

実施します。

税
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
が
で

き
て
小
遣
い
に
響
く
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
興
味
を
持
ち
始
め
た
と
い

う
山
口
さ
ん
。

「ま
さ
か
賞
を
も

ら
え
る
と
は
思

っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
と
て
も
嬉
し
い
」
と、

喜
び

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

作
品
の
内
容
も
、
す
ば
ら
し
い

も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
残
念
な
が
ら
す
べ

て
の
内
容
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
が
、

そ
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

私
自
身
こ
の
作
文
を
読
み
、
税

に
つ
い
て
新
た
に
再
認
識
さ
せ
ら

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

O 

O 

O 

「税
金
は
何
の
た
め
?」

:
・
私
達
は
小
学
校
、
中
学
校
と

勉
強
し
て
き
て
い
る
こ
の
教
育
費

が
、
す
べ
て
「
税
金
」
で
賄
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
通
学

の
た
め
の
道
路
も
、
「
税
金
」
で

造
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
図

書
館
・
体
育
館
・
公
園
も
「
税

金
」
で
造
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

日
本
は
、
世
界
で

一
番
犯
罪
が
少

な
く
、
治
安
が
よ
い
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
も
「
税
金
」
が
あ
て
ら
れ
て

い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
他
に

も

「税
金
」
の
持
つ
役
割
は
大
き

い
も
の
で
す
。

も
し
、

「税
金
制
度
」
が
な
け

れ
ば
、
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

教
育
費
も
各
家
庭
の
負
担
、
道
路

は
有
料
道
路
に
な
る
か
、
整
備
さ

1、寝たばこやたばこの投げ捨てをしなし、。

2、子イ共は、 マッチやライターで遊ばせない。

3、風の5郎、ときは、たき火をしなし、。

4、天ぷらを揚げるときは、その場をはなれ

ない。

5、家のまわりに燃えやすいものを置かない。

6、風目の空だきをしない。

7、ストーブには、燃えやすいものを近づけ

ない。

「j肖防の時間設定J 12月28日--31日

午後8時、火の元点検の励行を呼びかける

ため、 1分間サイレンを鳴らします。

もう一度 火の元を点検しましょう。

・消防演習招集サイレン ‘向、 占、

叩 8附、午前8時 組制
(15秒... 6 制木止…15秒 ~I 諮野ドし

フつのポイント火の用心

れ
ず
放
置
さ
れ
た
ま
ま
。
公
共
施

設
の
利
用
も
で
き
な
い
。
公
的
サ

ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
な
い
。
安
全

を
買
う
た
め
警
備
保
障
の
費
用
も

い
る
。
各
家
庭
の
負
担
は
、
現
在

の

「税
金
」
の
比
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

「
税
金
」
は
、
国
民
と
し
て
、

県
民
と
し
て
、
市
民
と
し
て
の

「会
費
L

み
た
い
な
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
、
納
税
が

惜
し
い
と
し
て
も
、
納
税
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
み
ん
な
の
暮
ら
し

が
、
ま
た
、
生
活
環
境
が
良
く
な

っ
て
い
く
の
で
す
。
個
人
個
人
の

負
担
が
集
ま
り
、
大
き
な
力
を
産

み
出
す
の
で
す
。
そ
れ
は
、
雨
の

滴
に
も
似
て
い
る
。
集
ま
れ
ば
せ

せ
ら
ぎ
と
な
り
、
川
を
つ
く
り
、

作
物
を
潤
し
、
や
が
て
人
々
に
繁

栄
を
も
た
ら
す
よ
う
に
。

副
司

@aaE

ヨ
臼
お
〈
詰
凸
3
m
w

今
月
は
、
固
定
資
産
税
第
4
期

と
国
民
健
康
保
険
税
第
6
期
の
納

期
で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
延
滞
金
、

督
促
料
な
ど
の
無
駄
な
経
費
を
要

し
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

納
入
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
金
融

機
関
で
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

法
人
の
事
務
所
・
事
業
所
な
ど
の

開
設
の
と
き
は
届
け
出
を

法
人
で
、
市
内
に
事
務
所

・
事

業
所
な
ど
を
開
設
し
た
場
合
は
、

「
設
立
届
出
書
」
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
既
に
開
設
し
て
届
け
出

を
さ
れ
て
い
な
い
法
人
に
つ
い
て

も
、
早
目
に
届
出
書
を
提
出
く
だ

支」い
。

な
お
法
人
内
容
の
変
更
、

廃
止

の
場
合
の
届
け
出
も
併
せ
て
お
願

い
し
ま
す
。

届
出
方
法

所
定
の
用
紙
に
記
載

の
う
え
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

随
時

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市

税
務
課
市
民
税
係
へ

'" 

納
税
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
お
気
軽
に
市
税
務
課
収
納

係
へ個

人
事
業
税
の

納
税
巴
ご
協
力
を
f

ロ
月
2
日
仰
は
、
個
人
事
業
税

第
2
期
分
の
納
期
限
で
す
。
納
付

書
は
お
手
許
に
差
し
上
げ
て
お
り

ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
ま
す

と
、
延
滞
金
な
ど
の
無
駄
な
費
用

が
か
か
り
ま
す
。

な
お
、

口
座
振
替
に
よ
り
納
税

さ
れ
る
方
は
、
ロ
月
2
日
に
預
金

口
座
よ
り
振
替
(
差
し
引
き
)
し

ま
す
の
で
、
預
金
残
高
に
ご
注
意

・く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
諌
早
県
税
事
務
所

(田
宮
(⑫
0
5
0
8
ま
た
は
、

問
⑫
0
0
1
0
)

へ

県
税
納
税

相
談
日
を
開
催

諌
早
県
税
事
務
所
で
は
、
納
税

者
の
皆
さ
ん
の
便
宜
を
図
る
た
め
、

休
日
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

ロ
月
日
日
側
、
午
前
9
時

i
午
後
5
時

場
所

市
役
所
税
務
課
(
宮
②

7

0
8
8
)
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官/

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

B
C
G接
種

該
当
す
る
乳
幼
児

・
生
後
3
か
月
l
刊
か
月
未
満
で
、
今
ま

で
に
1
回
も
受
け
て
な
い
乳
幼
児

-
2
回
目
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
受

け
て
な
い
必
か
月
未
満
の
礼
幼
児
。

(
た
だ
し
、

B
C
G
接
種
後
1
年
経
過

し
た
乳
幼
児
)

料

金

無

料

接
種
で
き
な
い
乳
幼
児

-
著
し
い
栄
養
障
害
、
ま
ん
延
性
皮
膚
疾

ツベルタリン検査・BCG予防接種目程

実施場所 ツ一反検査 BCG接種
市 役 所 12月10日 12月12日
萱瀬出張所 (刈 (オサ

西大村コミセン
12月11日 12月13日

鈴田出張所

ニ 浦出張所
(水) 働

竹松出張所 12月17日 12月19日
福重出張所 (火) か1骨
中地区公民館 12月18日 12月20日
松原出張所 体) {金j

患
の
乳
幼
児
0

・
熱
の
あ
る
乳
幼
児
。

-
生
ワ
ク
チ
ン
(
は
し
か
な
ど
)
接
種
後

1
か
月
経
過
し
て
な
い
乳
幼
児
。

-
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
(
け
い
れ
ん
)

を
お
こ
し
た
乳
幼
児
。

お
願
い
・
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

-
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

時間はいずれも午後 2時から 3時まで

三
種
混
合

/"'"ー~¥

破ジ百
フ
傷テ日
1) 

風戸阪
\、~

生
後
3
か
月
か
ら

対
象
に
な
り
ま
す

三
種
混
合
予
防
接
種
は
年
間
を
通
じ
て
、

生
後
3
か
月
よ
り
、
無
料
で
、
個
別
接
種

で
き
ま
す
。

接
種
の
時
期
と
受
け
方

・
第
1
期
・
・
・
生
後
3
か
月
i
刊
か
月
の
間

に、

3
1
8
週
間
の
間
隔
で
3
回
接
種

し
ま
す
。

-
第
2
期
・:
第
1
期
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

1

年
1
1
年
半
の
聞
に
1
回
接
種
し
ま
す
。

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
の
で
、
直
接

指
定
さ
れ
た
医
(
病
)
院
で
、
接
種
目
な

ど
ご
予
約
の
う
え
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

料

金

無

料

お
願
い
接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康
子

老
人
医
療
受
給
者
の
方
へ
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

健
康
管
理
巴
役
立
て
て
く
だ
さ
い

老
人
の
皆
さ
ん
が
、
医
療
機
関
で
診
療

を
受
け
ら
れ
た
と
き
に
支
払
っ
て
お
ら
れ
る

の
は
、
通
院
の
場
合
が
1
月
に
8
0
0
円、

入
院
の
場
合
が
1
日
に
4
0
0
円
の
1
部

負
担
金
だ
け
で
す
が
、
そ
の
と
き
の
医
療

費
の
総
額
が
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
?

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
診
療
で
か
か
っ
た

医
療
費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
の
が
医

療
費
通
知
で
す
。

今
回
は
、

8
月
分
を
ロ
月
上
旬
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
健
康

管
理
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
、
老
人
保
健

事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
の
も
の

で
す
。な
お
、
国
保
以
外
の
皆
さ
ん
に
は
、
ロ

月
下
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
福
祉
係

予
防
接
種

帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

接
種
で
き
る
医
(
病
)
院

出
口
小
児
科
医
院
、
田
川
小
児
医
院
、

寺
井
医
院
、
近
藤
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど

も
医
院
、
与
那
城
医
院
、
牧
山
医
院
、
長

野
病
院
、
松
尾
医
院

原爆被爆者

2世の方の
無料健康診断

を行います

対
象
者
①
両
親
ま
た
は
、
そ
の
ど
ち
ら

か
が
原
爆
被
爆
者
で
あ
る
こ
と
。

②
昭
和
幻
年
6
月
4
日
(
広
島
被
爆
の

場
合
、
同
6
月
1
日
)
以
降
に
出
生
し
た
人
。

申
込
方
法
受
診
申
込
書
(
保
健
所
と
市

福
祉
課
に
備
付
け
)
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
保
健
所
ま
た
は
市
福
祉
課
ヘ
申
し
込

戸
イ
@
パ
ー
ト
ナ
ー

鶴
田
成
熟

ω
塵
譲
住
漏

視
力
障
害
の
人
に
対
し
て
、
あ
な
た
の

声
を
役
立
て
る
養
成
講
座
で
す
。

初
め
て
の
方
で
も
安
心
し
て
受
講
で
き

健康子レホふサービス
ft23-4646または0958-26-5511
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救急車を呼ぶとき

月12 
月 むくみのでる病気

火 発育期のスポーツ傷害②

の 水 子どもの呼吸困難
フー 木 声のかすれ

金 女性とアルコール
マ
土・日 尖圭コンジローム
〔年末年始]12/28-1/3

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
ロ
月
2
日
側
l
平
成
4
年
1

月
紅
白
樹

受
診
方
法
申
し
込
み
の
と
き
「
受
診
票
」

と
一
緒
に
医
療
機
関
の
「

一
覧
表
」
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
こ
れ
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
県
原
爆
被
爆
者
対
策
課
、

大
村
保
健
所
ま
た
は
、
市
福
祉
課
福
祉
係

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
平
成
4
年
1
月
9
日
i
毎
週
木
曜

日
(
全
日
回
)

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

定

員

初

人

申
し
込
み
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
宮
@

1
3
5
1
)

へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。



平成4年度

保
育
所
(
圏
)
入
所
案
内

実
三
一
城
、
竹

公
立
保
育
所

松
、
本
町

私
立
保
育
園
萱
瀬
、
植
松
、
妙
宣
寺、

久
原
、
三
浦
、
松
原
、
わ
か
ば
、
常
盤
、

実
天
宮
、
諏
訪
、
か
た
ま
ち
、
新
城
、

桜
馬
場
、
ふ
る
ま
ち
、
鈴
田
、
ひ
ま
わ
り

入
所
資
格
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
か
つ
、
同
居
の
親
族
・
そ
の

ほ
か
の
人
が
保
育
で
き
な
い
場
合

①
昼
間
に
、
家
事
以
外
で
家
庭
の
内
外

で
働
い
て
い
る
人
。

②
妊
娠
中
か
、
出
産
後
聞
が
な
い
人
。

(
産
前
2
か
月
・
産
後
3
か
月
間
)

③
病
気
、
ケ
ガ
、
ま
た
は
精
神
障
害
者
、

身
体
障
害
者
の
人
。

④
長
期
に
わ
た
り
病
人
な
ど
の
看
護
を

広報おおむら平成3年12月号

し
て
い
る
人
。

⑤
火
災
・
震
災
・
風
水
害
な
ど
の
災
害

の
復
旧
に
当
っ
て
い
る
人
。

対
象
児
童
平
成
4
年
4
月
1
日
で
0
歳
1

5
歳
保
育
料
年
齢
別
に
よ
り
、
そ
の
世
帯
の

税
額
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
保
育
料
を
、

冬
休
み
学
童
保
育

入
所
児
童
募
集

対
象
冬
休
み
期
間
中
、
仕
事
そ
の
他
の

事
情
に
よ
り
親
の
保
育
に
欠
け
る
児
童

期

間

ロ

月

お

日

附

1

1
月

7
日

ω

申
し
込
み
ロ
月
日
日
側
、
午
前
日

時
1

日
時
、
各
ク
ラ
ブ
に
て

場
所
・
竹
松
幼
稚
園
内
(
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
)

・
富
小
体
育
館
前
(
く
さ
ぶ
え
ク
ラ
ブ
)

・
中
央
幼
稚
園
内
(
さ
く
ら
ん
ぽ
ク
ラ

ブ
)
-
旭
が
丘
木
場
1
丁
目
(
あ
さ
ひ
っ
こ

ク
ラ
ブ
)

-
大
村
幼
稚
園
内
(
と
ま
と
ク
ラ
ブ
)

問
い
合
わ
せ

-
竹
松
小
、
富
の
原
小
校
区
(
宮
@

2
8
6
0
)
 

-
中
央
小
、
西
大
村
小
、
放
虎
原
小

校
区
(
宮
⑫

3
3
3
9
)

毎
月
納
め
て
も
ら
い
ま
す
。

申
込
期
間

1
月
6
日
刊
1
1
月
白
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
福
祉
課
児
童

家
庭
係
(
内
線
1
5
3
、
1
5
4
)

※
入
所
申
請
書
は
、
福
祉
課
お
よ
び
各
保

育
所
(
園
)
に
あ
り
ま
す
。

※
現
在
、
保
育
所
(
園
)
に
入
所
中
、
ま

た
は
申
請
中
で
も
、
新
た
に
申
請
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
入
所
申
請
は
、
必
ず
保
護
者
が
直
接
福

祉
課
児
童
家
庭
係
に
来
て
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

-
旭
が
丘
小
校
区
(
宮
⑪
6
2
9
0
)

・
大
村
小
校
区
(
包
⑪
6
4
3
8
)

※
指
導
員
募
集
l
各
ク
ラ
ブ
と
も
平
成
4

年
度
の
指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

さくら荘

年忘れ演芸大会

日時 12月刊日也、午
前10時30分~午後3時
場所福祉センター2
階集会室

皆さんのご来場をお

待ちしています。

在宅痴呆性老人

などの

介護見舞金を

支給します

対
象
者
叩
月
1
日
現
在
臼
歳
以
上
で
、

大
村
市
に
1
年
以
上
居
住
し
、
居
宅
に
お

い
て
6
か
月
以
上
ね
た
き
り
ま
た
は
痴
呆

老
人
の
食
事
、
入
浴
、
排
便
な
ど
、
日
常

生
活
に
つ
い
て
介
護
を
し
て
い
る
人

(
3
か
月
以
上
入
院
、
ま
た
は
市
外
の
病

院
に
入
院
し
て
い
る
老
人
、
重
度
障
害
者

介
護
見
舞
金
な
ど
、
ほ
か
の
見
舞
金
を
受

け
た
人
は
除
き
ま
す
)

申
請
方
法
該
当
す
る
人
は
、
地
区
民
生

委
員
を
通
じ
、
申
請
書
に
診
断
書
(
新
規

の
場
合
の
み
必
要
)
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
ロ
月
日
日
働

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
老
人
福
祉
係

精
神
薄
弱
者
の

変
通
運
賃
割
引
が
開
始
さ
れ
ま
す

ロ
月

1
日
よ
り
、

J
R
・
パ
ス
・

航
空
運
賃
な
ど
の
割
引
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
書

き
換
え
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

場

所

福

祉

課

福

祉

係

持
参
す
る
も
の
療
育
手
帳
・
印
か

ん
・
写
真

1
枚

(
3
側
×

4
叩
)

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
福
祉
係
(
内

線
1
5
7
)

犬
の放
捨
し

て

捨

飼

犬

て

い

猫

や納マくだて，，\，~/
犬
の
放
し
飼
い
は
、
大
村
市
犬
取
締
条

例
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

放
し
飼
い
は
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る

ば
か
り
で
な
く
犬
自
身
に
と
っ
て
も
危
険

な
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
交
通

事
故
に
あ
っ
た
り
、
道
に
落
ち
て
い
る
食

物
を
拾
い
食
い
し
て
病
気
に
な
っ
た
り
、

犬
に
と
っ
て
も
迷
惑
な
こ
と
で
す
。

飼
い
主
は
、
犬
を
常
に
つ
な
ぐ
か
、
お

り
に
入
れ
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
捨
て
犬
、
捨
て
猫
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

自
分
の
犬
、
猫
を
ど
う
し
て
も
飼
え
な

く
な
っ
た
と
き
、
ま
た
生
ま
れ
た
子
犬
、

子
猫
の
処
分
に
困
っ
た
と
き
は
、
市
役
所

ま
た
は
各
出
張
所
に
不
用
犬
回
収
箱
を
設

置
し
て
、
毎
月
火
曜
日
(
た
だ
し
、
第
5

火
曜
日
を
除
く
)
に
定
期
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

犬
を
捨
て
る
こ
と
は
、
恐
し
い
野
犬
を

つ
く
る
原
因
に
な
り
ま
す
。



話
市
役
所
の
仕
事
案
内

ー

η
月
初
日
⑩
j

1
月
3
日
⑥
ま
で
通
常
業
務
は
休
み
ま
す

l

。
ご
み
収
集(
燃
え
る
ご
み
)

家
庭
の
ご
み
収
集
は

・
ロ
月
初
日
側
ま
で
収
集
し
ま
す
。

※
ロ
月
幻
日
同
・
お
日
(
祝
)
は

収
集
し
ま
せ
ん
0

・
ロ
月
白
日

ωの
収
集
地
区
は
、

ロ
月
却
日
同
に
変
更
し
て
収
集

し
、
汎
日
は
収
集
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
0

・
平
常
業
務
は
、

1
月
4
日
出
か

ら
始
め
ま
す
。

お
願
い
・
休
日
中
に
、
ご
み
で

お
困
り
の
家
庭
は
、
直
接
清
掃
セ

ン
タ
ー
ま
で
自
己
搬
入
し
て
く
だ

¥， ~ ~こ .J-、・ 1こ・さ
。出さ年ごごい
され末協み
れまに力の
るすはく減
よ、集だ量
うで中さイヒ
ごきしい
協るて。資
力だご 源
くけみ の
だ早・が 回
さめ・摘it ~.又

。
し
尿
く
み
取
り

-
ロ
月
初
日
何
(
初
日
同
も
含

む
)
ま
で
は
く
み
取
り
を
行
い
ま
す
。

※
ロ
月
幻
日
制
・
お
日
(
祝
)
は

く
み
取
り
し
ま
す
。

-
平
常
業
務
は
、

1
月
6
日
側
か

ら
行
い
ま
す
(
た
だ
し
、
岩
藤
清

掃
社
の
み
5
日
日
か
ら
)
。

。
水
道
料
金

休
み
中
も
午
後
5
時
ま
で
、
水

道
部
窓
口
で
取
り
扱
い
ま
す
。

。
図
書
館
・
史
料
館

ロ
月
初
日
出
1
1
月
4
日
出
ま

で
休
館
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
ロ
月
お
日
側
(
館
内

整
理
日
)
は
開
館
し
ま
す
。

。
市
税
の
収
納
事
務
お

よ
び
納
税
相
談

市
税
(
市
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動

車
税
)
な
ど
の
収
納
事
務
お
よ
び

冬休み子ども映画会

-まえがみ太郎
(アニメーション75分)

問い合わせ視聴覚ライブラリー(市コ

ミセン内宮⑪31 6 1) 入場無料

納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
ロ
月
日
日
側
、
午
前
9

時
l
午
後
5
時

※
こ
の
日
は
、
県
税
の
納
税
相
談

も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

-
ロ
月
初
日
側
、
午
前
9
時
l
ロ

時場
所

税
務
課
窓
口

。
出
生
・
死
亡
届
な
ど

出
生
・
死
亡
・
婚
姻
な
ど
、
戸

籍
の
届
け
出
は
、
休
み
中
も
宿
日

直
で
受
け
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、
転
入
や
転
出
、
諸
証

明
の
事
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

。
市
立
病
院

急
患
は
い
つ
で
も
、
当
直
の
医

師
(
内
科
系
・
外
科
系
)
が
診
療

し
ま
す
。

小
児
科
は
、
ロ
月
初
日
仰
と
1

月
2
日
備
の
午
前
中
診
療
し
ま
す
。

月 日 時 間 場 所

12月24日 14 : OO~ 15 : 00 福重出張所

(火) 16 : 00~17 : 00 松原出張所

10 : 00-11 : 00 市コミセン
12月25日

14 : 00-15 : 00 中地区公民館
体)
16 : 00 -17 : 00 西大村コミセン

12月26日 10 : 00-11 : 00 竹松出張所

(木) 14 : 00-15 : 00 萱 j頼出張所

12月27日 10 : 00-11 : 00 鈴田出張所

(金) 14 : 00-15 : 00 三 浦出張所

程日

の
申
請
を

- 16 

平
成

4
年
度
海
上
自
衛
隊
に
か
か
る

「
競
争
参
加
資
格
審
査
」

海
上
自
衛
隊
と
、
物
品
購
入
や

工
事
な
ど
の
契
約
を
交
わ
す
場
合

は
、
「
競
争
参
加
資
格
」
の
申
請

が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
2
年
ご
と
に
実
施
さ

れ
ま
す
が
、
平
成
4
年
度
か
ら
の

参
加
を
希
望
さ
れ
る
業
者
の
方
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
業
者
、

取
り
引
き
を
継
続
さ
れ
る
場
合

も
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
区
分
・
土
木
(
土
木
、
ま

た
は
建
築
一
式
工
事
、
そ
の
他
の

工
事
)
・
測
量
・
調
査
(
測
量
・

地
質
調
査
・
建
物
の
強
度
調
査
)

・
製
造
(
船
舶
・
機
関
・
武
器
・

a 
視聴覚ライブラリ-

@s3日目

な
ど
の
製
造
)
・
購
入
・
役
務

(
物
品
の
購
入
・
修
理
業
・
輸
送

業
・
ビ
ル
清
掃
業
・
ゴ
ミ
処
理

業
・
売
払
い
な
ど
)

申
請
期
間
平
成
4
年
1
月
8
日

耐
水
1
2
月
お
日
働

申
請
・
問
い
合
わ
せ
海
上
自
衛

隊
大
村
航
空
基
地
隊
契
約
係
(
今

津
町
叩
宮
@
3
1
3
1
)

12月14日(土)午後2時.........3時10分

西大村コミセン入場無料

[題名]

花さき山

あんじゅとずしおう

赤ずきん (戸二メーション13分〉

問い合わせ 視聴覚ライブラリー
(市コミセン内包 ⑭ 31 6 1) 

〈アニメーション18分〉

(]フニメーション31分〉



新
年
名
刺
受
換
会

平
成
4
年
名
刺
交
換
会
を
開
催

し
ま
す
。

日

時

平

成

4
年
1
月
4
日
出
、

午
後
5
時
1

場

所

パ

l
ク
ベ
ル
ズ
(
旧
玉
姫

殿
)
会
費

1
人
2
0
0
0
円

申
込
先
市
役
所
秘
書
広
報
課
ま

で
、
会
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

ロ
月
5
日
制

と
し
よ
か
ん

冬
休
み
こ
ど
も
大
会

楽
し
い
お
は
な
し
が
い
っ
ぱ

い
/
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
ロ
月
幻
日
出
、

1
3
時

場
所
市
立
図
書
館

広報おおむら平成3年12月号

ぼーぷらフェスティパJ~
中止します

午
後
2
時

内
容
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、

影
絵
、
ゲ
ー
ム
ほ
か

対
象
幼
児
、
小
学
校
低
学
年

※
入
場
は
無
料
で
す
。

問

い

合

わ

せ

市

立

図

書

館

(宮

@
2
4
5
7
)

中
高
年
齢
労
働
者
の
皆
さ
ん

受
講
奨
励
金
制
度
の

ご
利
用
を

対
象
講
座
労
働
大
臣
指
定
の
通

信
制
・
通
学
制
合
わ
せ
て
1
5
0

余
り
の
講
座

対
象
者
自
歳
以
上
の
雇
用
保
険

の
被
保
険
者
で
、
対
象
講
座
を
受

け
ら
れ
受
講
料
を
負
担
し
た
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌

早
市
小
船
越
町
宮
@
2
7
2
1
)

第3回lま-ぶらフェス
ティ/'¥}レは中i上します。

これは¥台風などによ

り甚大な被害を被り¥満

足なまつりが実施できな

いだめです。ご了承くだ、

さい。

来年度は、盛大に実施

する予定にしていますの

で¥ご夏援の程よろしく

お願いします。

CIま'-;3¥らフェスティパ

ル実行委員会〉

t々:〆勾と&¥J手Aまウ
ワ

ワ

ス
マ
ス
め
っ
とf
v 

歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
ゲ

l
ム
を

し
て
、
サ
ン
タ
と
一
緒
に
楽
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
の
夕
べ
を
過
ご
し
ま

弱
着
図
書
皇
制
肉

。
一
般
図
書

-
超
電
導
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
(
村
上

龍
)
・
井
上
靖
評
伝
覚
(
福
田
宏

年
)
・
閣
の
足
跡
(
拓
殖
久

慶
)
・
葦
と
百
合
(
陸
奥
光
)
・

晩
年
の
子
供
(
山
田
詠
美
)
・
脱

走
人
別
帳
(
早
乙
女
貢
)
・
日
本

の
陰
謀
(
ド
ウ
ス
昌
代
)
・
二
つ

の
顔
の
大
王
(
小
林
恵
子
)
・
幻

想
絵
画
館
(
倉
橋
由
美
子
)
・
愛

は
束
縛
(
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
サ

ガ
ン
)
・
女
性
へ
の
十
七
の
手
紙

(
犬
養
道
子
)
・
武
者
小
路
房
子

の
場
合
(
阪
田
寛
夫
)
・
小
暗
い

森
上
下
(
加
賀
乙
彦
)
・
へ
ミ
ン

せ
ん
か
。
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
お
楽
し
み
に

H

日

時

ロ

月
U
日
出
、

午
後
7
時

グ
ウ
ェ
イ
の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
(
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
リ
ス
)
・
歴
史

を
騒
が
せ
た
「
悪
女
」
た
ち
(
山

崎
洋
子
)
・
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
遠
く

は
な
れ
て

1
1
3
(
小
田
実
)
・

は
な
れ
駒
あ
そ
び
駒
(
原
田
康

子
)
・
詩
人
高
見
順
(
上
林
猷

夫
)
・
な
に
も
し
て
い
な
い
(
笠

野
頼
子
)
・
編
し
屋
(
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
・
フ
ォ

l
サ
イ
ス
)
・
閣
の

意
匠
(
阿
万
田
高
)
・
思
心
と
男

に
つ
い
て
上
下
(
フ
ェ
イ
・
ウ
ェ

ル
ド
ン
)
・
ミ

l
ト
・
ザ
・
ビ
ー

ト
ル
ズ
(
小
林
信
彦
)
・
吉
次
黄

金
街
道
(
三
好
京
二ヨ

・
天
下
を

汝
に
(
赤
木
駿
介
)
・
黒
船
(
吉

村
昭
)
・
も
う
ひ
と
花
(
小
沢
昭

一
)
・
タ
マ
リ
ン
ド
の
木
(
池
沢

夏
樹
)
・
絵
双
紙
妖
締
謂
朱
鱗
の

家
(
皆
川
博
子
)
・
て
と
ろ
ど
と

1
9
時
(
受
付
は
6
時
叩
分
1
)

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

内
容
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
ク
イ

ズ
合
戦
な
ど

参
加
費

一
人
3
5
0
円
(
大
人
、

子
ど
も
共
)

主
催
市
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協

会申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全

員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
先
中
地
区
公
民
館
(
松
並

1
丁
目
2
4
6
i
5
8
@
1
3
7

6
)
 

き
し
ん

(
黒
川
博
行
)

。
児
童
図
書

-
一
ね
ん
一

く
み
一
ば
ん
お
か
ね

も
ち
(
後
藤
竜
二
)
・
わ
た
し
の

国
会
フ
レ
ッ
シ
ュ
日
記
(
肥
田
美

代
子
)
・
テ
レ
ビ
の
す
き
な
き
ょ

う
竜
く
ん
(
ロ
ビ
ン
・
ク
ラ
イ

ン
)
・
め
が
ね
の
魔
法
に
ご
ょ
う

じ
ん
(
早
野
美
智
代
)
・
短
針
だ

け
の
時
計
(
野
本
淳
二
・
口
か

い
の
お
ん
な
の
こ
(
後
藤
竜

一
石
・
ち
ょ
っ
と
お
か
し
な
月
曜

日
(
浜
た
か
や
)
・
ご
き
げ
ん
な

す
て
ご
(
い
と
う
ひ
ろ
し
)
・
ジ

ユ
ン
の
ふ
し
あ
わ
せ
物
語
(
辻

邦
)
・
パ
イ
パ
イ
ス
ク
ー
ル
(
は

や
み
ね
か
お
る
)
・
ロ
ア
i
氏
の

休
日
(
滝
平
加
根
)
・
テ
l
オ
バ

ル
ト
の
騎
士
道
入
門
(
斉
藤

自動車損害賠償責任保険や任意自動車保険

の請求についてのご相談は

(社)日本損害保険協会

長崎自動車保険蹟求相談センターへ

(長崎市万オ町ft0958-24-2571)

※相談は無料です。

洋
)
・
さ
よ
な
ら
を
い
う
時
間
も

な
い
(
ジ
ュ
デ
ィ
・
ブ
ル
ー

ム
)
・
ラ
ッ
セ
の
に
わ
で
(
エ

ル
サ
ベ
ス

コ
フ
)
・
か
ぎ
あ
な

の
秘
密
(
ク
ラ
ピ

l
ヴ
ィ
ン
)
・

ミ
リ
l
、
モ
リ
l
、
マ
ン
デ
ー
の

お
は
な
し
(
ジ
ョ
イ
ス
・

L
・
ブ

リ
ス
リ
l
)
・
ぼ
う
し
に
の
る
魔

女
(
日
本
児
童
文
学
者
協
会
)
・

ミ
ス
タ
ー
・
エ
レ
キ
(
こ
・
ゆ

め
み
る
ト
ラ
ン
ク
(
安
房
直

子
)
・
タ
や
け
色
の
ト
ン
ネ
ル
で

(
北
原
宗
積
)
・
お
ば
け
の
ソ
ッ

チ
ね
こ
ち
ゃ
ん
の
ま
き
(
角
野
栄

子
)
※
一
人
3
冊
ま
で
2
週
間
、
無
料

で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
市
立
図
書
館
(
宮

@
2
4
5
7
)
 



市立幼稚園平成4年度歳末たすけあい運動

園児を追加募集

対
象

昭
和
日
年
4
月
2
日

1
臼
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
幼
児

※
三
浦
幼
稚
園
は
、
昭
和
白
年
4
月
2
日

l
m

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児
も
受
け
つ
け
ま
す
。

幼
稚
園
名

三
浦

・
鈴
田
・
大
村

・
一二
城

・
中

募金は、生活に因っている方や長期入院患

者への見舞金などに利用されます。

皆さんのご協力をお願いします。

お願い募金は、社会福祉協議会または各出

張所へ、 12月12日(木)までにお届けください。

12月1日--25日

。とゆO~砲を

大切に克つ@ます。

盆き~おを書室〈ます。

市営住宅入居者募集
種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

l 竹 松 3 3K 12，000 

j也 田 l 3DK 15，500 

種 原口アパート 2 3DK 27，200 

駅 円IJ 2 2K 5，500-6，500 
2 
旭 2K 6，500 

竹 松 l 2K 6，400 
種
池 田 2K-3D K 3 7，800-15，500 

f6たちは、盆き盆きとむた

事どもたちの声が夫婦さ-C~。

思ωっきゅ裳ω、思ωっき1011き、
白台をたっぷゆと表現の-c.~
さ子どもに膏〈たω~

患っ〈ωまず。
大泊市忽Ib絵画

央

・
西
大
村
・
竹
松
・
福
重

・
松
原

・
放
虎
原

申
込
方
法

各
幼
稚
園
に
あ
る
願
書
で
、
直
接

園
の
方
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

ロ
月
2
日
側
i
U
日
出

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
庶
務
課

申込期間 12月 5日(柑-12日嗣

申し込み、問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

。。

毎
年
1
月
1
日
現
在
で
調
製
す
る
、

大
村
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
録
申
請
書
の
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
資
格
の
あ
る
人
は
、
も
れ
な
く
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
を
有
す
る
人

大
村
市
農
業
委
員

会
の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
人
で
次
に

該
当
す
る
人

①
叩
ア
l
ル

(
1
反
)
以
上
の
耕
作
の

業
務
を
営
む
人
お
よ
び
、
同
居
の
親
族

ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
に
お
お

む
ね

ω日
以
上
耕
作
の
業
務
に
従
事
す

る
人

②
昭
和
灯
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
申
請
期
限
平
成
4
年
1
月
刊
日
働

申
請
先

農
業
委
員
会
・
各
出
張
所

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
、
選
挙
管

理
委
員
会

※
申
請
書
は
、
各
実
行
組
合
長
を
経
由

し
て
資
格
の
あ
る
世
帯
へ
配
布
し
ま

す
が
、
配
布
も
れ
や
資
格
が
あ
っ
て

も
実
行
組
合
に
加
入
し
て

い
な
い
世

帯
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は

各
出
張
所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

平
感

S
隼
由
γ
@
園
姻
輪
切
侮
面
積
等
@

調
査
巴
ご
協
力
〈
起
き
い

こ
の
調
査
は
、
来
年
の
所
得
税
の
確
定
申

告
、
市
県
民
税
申
告
時
の
資
料
と
な
り
ま
す

の
で
、

お
手
数
で
す
が
正
確
に
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

矧

調
査
票
は
、
日
月
末
に
お
送
り
し
ま
す
が
、

時

未
到
着
の
人
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

の

各
出
張
所
に
お
い
て
、
相
談
日
を
も
う
け

代-ロru

て
い
ま
す
。

張

提
出
期
限
ロ
月
初
日
働

出

提

出

先

税
務
課
ま
た
は
各
出
張
所

各

受
付
時
間

午
前
9
時
l
午
後
4
時
初
分

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

期 日 士暴 所

12月10日ω コ j甫・鈴田出張所
12月11日(水) 竹 キ公 出 張 所

12月12日同 西大村 ・萱瀬出張所

12月13日働 福重 ・松原出張所



消
防
吏
員

(士〉

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

(
大
村
市
、
諌
早
市
、
多
良
見
町
、

飯
盛
町、

高
来
町
、
小
長
井
町
、

森
山
町
、
吾
妻
町
、
愛
野
町
、
千

々
石
町
、
小
浜
町
、
南
串
山
町
)

管
内
の
消
防
署
に
勤
務
し
ま
す
。

資
格

高
校
卒
業
者
(
卒
業
見
込

含
む
)
で
、
昭
和
位
年
4
月
2
日

1
刊
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
子

.
県
央
組
合
内
に
居
住
す
る
人

申
込
期
間
ロ
月
1
日
間
1
お
日

レ
ト
ム
V

平
成
4
年
1
月
ロ
日

一
次
試
験

日申
込
先

県
央
地
域
広
域
市
町
村

圏
組
合
消
防
本
部
、
各
消
防
署

※
申
込
用
紙
は
、
消
防
本
部
、
各

消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課

(一T
制
諌
早
市
城
見
町
μ
1
凶
包

⑫
0
1
1
9
)
 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

ー
ペl
月コ
ース
ー

内

容

・

農
業
機
械
受
験
準
備
講

習
(
ア
ー
ク
漆
接
作
業
)

・
D
I

S
K
-
B
A
S
I
C
ω

・dB
A

S
E
側

(
中
級
)

・
建
築
配
管
技

能
検
定
受
験
準
備
(
ペ

ー
パ
ー
テ

ス
ト
1
級
)

・
建
築
配
管
技
能
検

定
受
験
準
備

(ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト

2
級
)

・
建
築
配
管
技
能
検
定
受

験
準
備
1
級
学
科
講
習

・
建
築
配

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

@
香
典
返
し

広報おおむら平成3年12月号

社
会
福
祉
基
金
へ

V
高
月
雅
惰
(
久
原
2
丁
目
)
叩

万
円
V
島
田
ツ
ヤ
(
協
和
町
)
印
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
朝
長
シ
ヅ
ノ
(
池
田
郷
)
印
万
円

(
敬
称
略
)

V
高
月
惇
(
古
町
1
丁
目
)
叩
万
円

。
一
般
寄
付

清
和
園
へ

V
大
村
民
踊
協
会

l
慰
問

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
慰
問

V
大
村
園
芸
高
校
生
活
科
l
慰
問

V
新
奉
会
(
森
安
太
郎

・
中
島
松

管
技
能
検
定
受
験
準
備
2
級
学
科

講
習

・
設
備
C
A
D
入
門

・
デ
ジ

タ
ル

I
C
入
門

申
込
期
間

ロ
月
2
日
側

l
m
日

働申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌

早
市
小
船
越
町
告
側
2
7
2
1
)

県
立
佐
世
保
看
護
学
校

資
格

①
准
看
護
婦
(
士
)
の
免

許
を
取
得
し
た
後
、
3
年
以
上
准

看
護
婦
(
士
)
の
業
務
に
従
事
し

て
い
る
人

②
高
校
を
卒
業
し
て
い
る
准
看
護

婦
(
士
)
(
来
年
卒
業
見
込
み
、

免
許
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
)

申
請
期
間

平
成
4
年
1
月
8
日

附
l
口
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立
佐
世
保
看
護
学
校

(
干
即

一
・
松
尾
謙
)

慈
恵
荘
へ

V

一
瀬
安
則
(
諏
訪
3
丁
目
)
初

万
円
V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
H
H
ま
ん

十
)
ゆ
、
っ

V
古
町
白
寿
会

1
タ
オ
ル

・雑
巾
・

石
け
ん
・
奉
仕

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

泉
の
里
へ

V
前
田
多
喜
雄
(
富
の
原
1
丁
目
)

5
万
円

理
容
奉
仕

佐
世
保
市
平
瀬
町
3
1
1
2
0
9

5
6
⑫
4
1
3
1
)
 

二
等
陸
・
海
・
空
士

自

衛

官

資
格

四
歳
以
上
幻
歳
未
満

申
込
期
間

年
間
を
通
じ
て
行

っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
長
崎
地
方

連
絡
部

(2
0
9
5
8
⑧
8
8
4

4
)
 

自
衛
隊
生
徒

資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成

4
年
4
月
1
日
現
在
日
歳
以
上

η

歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
卒
業
者

(
来
春
卒
業
見
込
み
合
む
)

申
込
期
限

平
成
4
年
1
月
4
日

↓
ム試
験

1
月
6
日
何

V
井
原
力
雄
(
諌
早
市
日
の
出
町
)

花
苗

・
球
根

V
大
川
田
老
人
会

1
奉
仕

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
田
尻
ヨ
シ
(
諏
訪
2
丁
目
)
健

康
茶
V
天
晴
会
館
l
ハ
ン
カ
チ
ほ
か

V
池
田
新
町
老
人
ク
ラ
ブ

l
慰
問

テ
ィ

ッ
シ
ュ
ほ
か

V
永
洲
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
H
H
ま
ん

じ
ゅ
う

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
大
村
野
上
側

l
衣
類

問
い
合
わ
せ

連
絡
部

自
衛
隊
長
崎
地
方

柔
道
教
室
会
員

対
象

小

・
中
学
生
、
高
校
生
、

一
般
(
い
づ
れ
も
男
女
)

日
時

毎
週
火
、
木
、
土
曜
日

(
午
後
6
時
1
8
時
ま
で
)

場
所

市
武
道
館
(
消
防
署
裏
)

費
用

入
会
金
:
i
5
0
0
同

月
会
費
・
・
・
1
0
0
0
円

保
険
料
・・・
3
6
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

今
井
(
宮
@
3
3
5
5
)

三機;.'ハト;ー
ト鱗ヤiV

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

V
天
理
教
婦
人
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ー
奉
仕

V
黒
木
医
院

1
図
書

V
ス
ー
パ
ー
中
村
1
ミ一
一動
物
園

招
寺
光
と
緑
の
圏
乳
児
院
へ

V
黒
木
医
院

1
絵
本

V
美
容
室
へ
ア
メ
イ
ク

M
1
奉
仕

宝
樹
苑
へ

V
禿
臭
(
田
下
町
)

5
千
円

V

一
ノ
瀬
義
満
(
西
三
一
城
町
)

5

千
円

あ
な
た
も
温
水
プ
ー
ル
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ノ
.

冬
期
初
山
者

女
性
水
深
教
室
会
員

期
日

平
成
4
年
1
月
ロ
日
同
1

3
月
日
日
側
、
毎
週
日
曜
日
刊
回
、

午
後
6
時
1
7
時
初
分

場
所

屋
内
(
温
水
)
プ
l
ル

(
勤
労
者
体
育
施
設

l
市
役
所
横

埋
め
立
て
地
)

対
象

時
歳
以
上
の
健
康
な
女
性

費
用

無
料
(
た
だ
し
、
傷
害
保

険
料
1
0
9
0
円
自
己
負
担
)

持
参
す
る
も
の

水
着

指
導
者

日
本
水
泳
連
盟
公
認
指

導
員
定
員

初
人
(
先
着
順
)

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

屋
内
プ
ー
ル
(
幸
町
宮
@
2
3

2
2
)
 

(
小
路
口
本
町
)

V
小
川
啓
子

千
円
マ
陳
内
忠
(
黒
丸
町
)

2
千
円

V
松
尾
シ
ヲ
(
鬼
橋
町
)

2
千
円

V
回
の
平
老
人
会
H
H
3

千
円

V
西
大
村
地
区
婦
人
会

1
5
千
円

V
五
葉
会

1
手
品
慰
問
・
タ
オ
ル

ヰ
品
、
L
カ
V
荒
瀬
浮
立
保
存
会

1
慰
問

V

一
瀬
ヨ
シ
エ

(
池
田
1
丁
目
)

タ
オ
ル

3 

一 19-



カレ~'il-12月の
ロ
月
は
、
固
定
資
産
税
(
4
期
〉
と
、
国
民
健
康
保
険
税
(
6
期
)
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

4日 当番医 15日 当番医

(日)
(内・呼)おおつか内科医院西三城町宮(@8080

(日)
(内)南野クリニック 乾馬場町 ft(@ 2 2 3 3 

(整)橋口整形外科医院 竹松本町宮@87 3 9 (産)後藤産婦人科医院西大村本町宮@60 1 5 

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ 16日 却児教室(お口の健康と食生活) 市コミセン

2日 市役所 9 : 30-11 : 00 ②9 : 30まで (月)
⑧9 : 45-10 : 00⑪平成元年6月-7月生まれ

⑥母子健康手帳、ズボン ⑮母子健康子帳、問診票、歯ブラシ、タオル、コ ップ

(月) 一般健康相談 市役所 13: 00 -16 : 00 17日
⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか (火)

乳却児健康相談 萱瀬出張所 ③ 9: 30-11・00

38 
乳却児健康相談 松原出張所③13:30-15:00

18日
妊婦教室(3) 市役所 9 : 30-13 : 30 

(火) 体)

4日
妊婦教室(1) 市役所 13 : 00-16 : 00 

3歳児健康診査 大村保健所

(水) ③9 : 30-10 : 00 13: 00-13 : 30 

オ歳6か月児健康診査 19日 @昭和63年6月生まれ (62年12月-63年5月生まれ

市コミセン ⑧13:00-13:30 (木)
で、まだ受けていない人も受診してください)

5日 ⑧母子健康子帳、問診票

(木)
@平成2年5月生まれ(元年12月-2年4月生まれで、

機能訓練根気の会福祉センター 13:30-15:30 
まだ受けていない人も受診してください)

⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
定期巡回献血 市役所 9 : 30-12 : 00 

6日 成人の健康相談 福祉センター 13 : 00 -15 : 00 20日 T歳6か月児健康診査

(台 @40歳以上⑪血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定ほか 信自
市コミセン ③13:00-13:30 

@⑥…5日(柑と同じ

8日 当番医 21日

(日)
(内)川本内科医院久原 1丁目 H@5 675 

(土)
耳とことばの相談 福祉センター 13:00-15:00 

(産)おぴ産婦人科医院本町 宮@11 0 3 

乳却児健康相談 竹松出張所
22日 当番医

9日 (内・小)寺井医院 玖島 1丁目 H@3 5 7 4 

(月)
③9 : 30-11 : 00 13: 30-15 : 00 (日) (皮 ・泌)黒木医院西大村本町 宮⑪0211 
⑪離乳食教室 10: 30 -15 : 00 

当番医

10日 乳却児健康相談 市コミセン
23日

(内 ・小)長崎医院寿古町 宮@ 8 6 1 5 

(火)
③9 : 30 -11 : 00 13: 30 -15 : 00 (月・祝) (産)大村中央産婦人科医院水主町2丁目 ft@38 5 0 

⑪離乳食教室 10 : 30 -15 : 00 25日
11日 体)

妊婦教室同) 市役所 13 : 00-16 : 00 

(水)
妊婦教室(2) 市役所 13: 00-16 : 00 

29日 当番医
12日

機能訓練根気の会福祉センター 13 : 30-15 : 30 (日)
(内・胃)藤井内科医院東本町 ft@3  8 7 8 

(木) (皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院東本町 宮@43 3 0 

13日 f歳6か月児健康診査
略号の説明 ⑨…対象 ③…受け付け ⑪・・・内容

(翁
市コミセン ②13 : 00-13 : 30 ⑮…持ってくるもの

⑪⑤…5日(柄と同じ 当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 

毎
月

1
回

発

行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
側
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
第

一
印
制
鮒

人口の動き

11月1日現在
人口 計 74.429

(+135 ) 
35.507 
(+ 85) 
38.922 
(+ 50) 
23.025 
(+ 56) 

男

女

市民相談コーナー(秘書広報課)で、すべて無料で、行っています。

お気軽にご相談ください。

人権相談(5日・木 10: 00 -15 : 00) 

行政相談(12日・ 木 9: .30-12 : 00) 

法律相談(18日・水 10:00-15:00)

受通事故相談 (24日・火 10 : 00 -16 : 00) 

年金相談 (25日・水 10: 00 -15 : 00) 

不動産相談 (27日・金 13: 00-16 : 00) 

※受け付けは午前8時30分より行っています。

刊
は
月
の
定
例
相
談
日

世帯叡

)内は前月比

20 -

12月の大村ボート(4 日 ~9 日、 13 日 ~18 日、 21 日 ~23 日賞金王
場外発売、 25 日 ~29 日歳末特選レース)
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